
鹿角市市制施行      周年記念事業
市制施行 50 周年を記念して、節目の年を祝うさまざまな事業を行いました。

鹿角市市制施行 50 周年
記念式典

鹿角の未来を担う
中学生交流会

気づこう 高めあおう
食べる力 講演会

未来創造フォーラム

　10 月 22 日、文化の杜交流館コモッセ文化ホールで、国
会議員や近隣市町村長、市民およそ 480 人のご臨席のもと、
開催しました。
　式典では、令和４年市功労者などの表彰をはじめ、統一ロ
ゴマーク優秀作品の表彰と記念事業提案者への感謝状の贈呈

のほか、市制施行 40 周年記念事業で行っていたタイ
ムカプセル「鹿角ゆめカプセル」の開封などを行い
ました。また、式典の最後には花輪小学校６年生児
童により市民憲章の唱和が行われ、本市の未来を担
う子どもたちの、希望に溢れる凛々しい姿に、来場
者からたくさんの拍手が送られました。

　10 月 20 日、文化の杜交流館コモッセ文化ホールで開催し、
市内の中学生 682 人が参加しました。
　鹿角市誕生後初めて、市内の中学生が一堂に会し、花輪中
学校の生徒が司会を務め、鹿角市の「過去」「現在」「未来」
の３部構成により、各地区に伝わる伝統文化の歴史や由来、
特徴などの紹介と、各学校で取り組んでいるふるさと・キャ
リア教育の成果発表をしました。
　また、各中学校の代表生徒４人により「ふるさとのために
できること」をテーマにパネルディスカッションが行われ、
中学生自らが、ふるさとの課題を当事者として捉え、改めて

「ふるさと・鹿角」への想いを深めました。

　10 月 23 日、文化の杜交流館コモッセ文化ホールで、新「健
康都市宣言」の発表と、料理研究家の浜内千波氏による「気
づこう 高めあおう 食べる力」講演会を開催しました。
　新「健康都市宣言」は、各分野で活躍されている方々によ
るワークショップでの意見を取り入れて作成されました。

　参加者は、食による健康への影響についての
わかりやすい講演により、食の大切さを再認識
しました。また、当日は食生活改善推進員や花
輪高校、十和田高校の生徒により、浜内氏が考
案したレシピ「野菜と果物の甘酢漬け」と「八
幡平ポーク丼」の試食が提供されました。

　記念式典の第２部として開催し、国際政治学者の三
み う ら

浦瑠
る り

麗
氏が、「日本・世界の情勢と地方都市（鹿角の発展）の可能
性～子どもたちの未来へゼロカーボンシティをめざして～」
と題した講演を行いました。

　その後、市出身者で、京都先端科学大学名誉教授
の坂本信雄氏、白鷗大学法学部教授の児玉博昭氏を
加え、「未来につなぐ鹿角市のポテンシャル～未来
へ残したい鹿角の宝　未来へのメッセージ～」を
テーマに、パネルディスカッションを行いました。

「未来創造フォーラム」には、639 人が来場し、多
くの方々と共に鹿角市の未来について考えました。

統一ロゴマーク優秀作品表彰

最優秀賞 ：浜口 ハルオ様
優秀賞：木村 正美様、平山 陽一様
特別賞：阿部 宇碧様、松岡 英男様、
　　　　伊藤 咲綺様

提案事業に対する感謝状

「未来創造フォーラム　①地域の宝ア
ンケート、 ② 50 年前、現在、50 年
後の鹿角市についての討議 ]
高谷 秀和様

「ありがとうカードの普及」
黒川 花子様

大鹿魂祭大鹿魂祭五輪メダリストイベント五輪メダリストイベント堕天使たちの鎮魂歌 堕天使たちの鎮魂歌 ～夢色ハーモニーは永遠に～～夢色ハーモニーは永遠に～
劇団スーパーエキセントリックシアター劇団スーパーエキセントリックシアター

11 月 9 日：文化の杜交流館コモッセ 11 月 6 日：鹿角トレーニングセンター アルパス 10 月 1 日、2 日：大湯ストーンサークル特設会場

令和 4 年 鹿角市功労者等表彰

　　功労者　　　髙杉 正美様、齋藤 啓一様
　　文化功労者　　　松田 誠子様、齊藤 末治様
　　一般表彰　　　黒澤 信雄様、渡邊 正様、三ケ田 肇子様、
　　　　　　　　　田村 妙子様、加藤 照子様、田口 裕様、
　　　　　　　　　阿部 一弘様
　　特別表彰　　　花輪かるた会様、
　　　　　　　　　秋田県立比内支援学校かづの校高等部様
　　感謝状　　　（一社）鹿角市鹿角郡医師会様　
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